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先日，テレビを観ていたら「最近，感動したことは何ですか。」

という街頭インタビューをしている様子が映し出されていまし

た。映画を見て涙したと言う人，子どもの成長を感じ感激したとい

う人，推しのコンサートと答える人などさまざまでした。この「感

動する」ということは，心身ともに良好な状態をつくりだすと言わ

れています。また，感動すると「ドーパミン」が分泌され，幸福感

を感じることができます。ストレスを解消したり，免疫機能を上げ

るともいわれていて，これは，病気にかかりにくくなることにつな

がっていきます。健康でいるためには，感動する体験を多くすることが重要だということです。 

 本校では，今年度２回の芸術鑑賞会を計画しました。先日実施された演劇『泣いた赤鬼』では，ワーク

ショップを開いてからの鑑賞会でした。ワークショップは「劇の背景をみんなで作る」というもので，そ

れぞれがチョークを持って，思い思いに絵を描いていくものでした。目をキラキラさせながら喜んで描き

続ける子どもたち。登場する動物たちを描いたり，家の前にたくさんの花を描いたりと，読み聞かせをも

とにした想像力を働かせながらの活動は，その後観劇の感動をより大きくしました。また，劇の演出も多

くの工夫が見られました。舞台下のフロアにも劇の大道具を配置し，舞台と行ったり来たりして演じた

り，子どもたちに近づいたりと，見ている子どもたちを楽しませる工夫で，プロの方の仕事ぶりの素晴ら

しさを実感しました。 

 子どもたちが心を動かされ、感動を覚えるものはまわりにたくさんあると思います。それは日常の小さ

な出来事かもしれないし，毎日目にする自然の風景かもしれません。住用小学校では，これからも子ども

たちの純粋に感動する心を大事にしていきたいと思います。 
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感性を磨き，感動する心を育てよう 



 

１月８日（水）始業式で、歳の祝いの年齢に該当する５

年生は，今年の抱負を四字熟語に込めて１人ずつ発表し

ました。小学校生活の締めくくりとなるこの１年。この抱負

を胸に，しっかり歩みを進めていくことでしょう。 

江川  ゆりや さん  「独立独歩」 自分の信じる道を～ 

田畑  結愛  さん  「粒粒辛苦」 こつこつ苦労を積む～ 

松山  武琉  さん  「有言実行」 言葉にして実行～ 

元野  結美  さん  「勤倹力行」 無駄遣いせず勤労～ 

森岡  莉緒  さん  「万里一空」 目標に向かい努力～ 

吉   哉渡  さん  「七転八起」 何度失敗しても～ 

１月１１日（土）は，全校児童で校内書き初め会を行い

ました。１，２年生は硬筆で、３年生以上は毛筆で実施しま

した。低学年は机の上で，中高学年は床に座り，集中して

取り組みました。この作品は，校内に掲示をしたり，奄美市

美術展覧会（川商ホール，２／１６～２／２４）へ出品したり

します。児童の作品を，ぜひご覧ください。 

1 月 19 日(日)は，奄美市地区対抗駅伝競走大会でし

た。住用小学校からは，澤紅葉さんが４区（朝仁タイヨー～

小宿みなと橋）で出場しました。４年生ながらよく健闘しま

した。会場では，地域の方や保護者と一緒に来た友だちも

紅葉さんの頑張りに大きな声援を送っていました。 

 1 月 24 日(金)は，芸術鑑賞会の第 1 弾，劇団ショー

マンシップによる劇「泣いた赤鬼」でした。午前のワーク

ショップでは，まず，劇で利用する大道具のパネルを劇

団員や地域の方と一緒に作りました。子どもたちは自由

な発想で，大きなパネルにおもいっきり描くことができま

した。次に，劇で踊るダンスの練習をしました。ダンスにも

全員共通の部分と子ども自身で考える部分があり，み

んな自由にダンスを楽しむことができました。午後の本

公演では，子どもたちは劇に参加しながら芸術の世界

に浸ることができました。2月の大道芸も楽しみです。 

 １月２３日（木）は，保健師の安田さんを講師に，認知

症サポーター養成講座を実施しました。認知症の方の

気持ち，困り観に対する対処法，声かけのポイント等に

ついて考え話し合いました。みんな自分事として捉え，積

極的に発表していました。講座後は，受講の証であるオ

レンジの腕輪をもらいました。この講座を通して，認知症

についての理解を深め，優しく接してくれると思います。  

認知症サポーター養成講座 

 

校内書き初め会 

住用の星～地区対抗駅伝大会～ 

始業式～新年の抱負～ 

【2 月の主な行事】 

2 月  6 日(木) 小学校体験入学，入学説明会 

2 月  8 日(土) しいたけ駒打ち体験 ９：００～１１：００ 

   学校評議員会      ９：３０～１０：３０ 

2 月 14 日(金) たんかん狩り（和田農園） 

2 月 20日(木) 芸術鑑賞会 第２弾「大道芸」 

   １０：００～１１：４５（体育館） 

2 月 26日(水) 授業参観，PTA全体会他 

※  ２／８（土）のしいたけ駒打ち，２／２０（木）の 

大道芸参観に，ぜひ住用小学校へお越しください。 



 


